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広報委員長　坪井 亮

年男年女のご紹介

遠藤稜威子様

梶原マサエ様 梶原一夫様

辻　澄子様熊谷ユリ子様

梶原スミ子様

新年あけましておめでとうございます。

皆様におかれましては、健やかに新春をお迎えの事とお喜び申し上げます。

昨年は新型コロナウイルス感染症も５類に引き下げられ少しずつではありますが、コロナ以前の日常
に戻ってまいりました。私共も感染対策は継続しつつ面会継続や行事の規模拡大を手探りでしたが、
段階的に再開することができました。これまで皆様にはたいへんご不便をおかけしましたことをお詫
び申し上げますと共に皆様のご理解とご協力に改めて感謝しております。

さて、本年当施設は2月1日に創立24周年を迎えます。

これもひとえに、ご利用者の皆様やご家族様、又関係各所の皆様のご支援とご協力の賜物と厚くお礼
申し上げます。

創立25周年という節目を控え、これからも初心を忘れることなく、これまで培った経験を生かし、皆
様が安心・安全にお過ごし頂けるよう職員一同精進して参りますので、今後とも一層のご指導とご鞭
撻を賜りますようお願い申し上げます。

日本では「年男・年女」は、自分の干支が代表となる年なので、その年の歳神様の加
護を多く受ける事ができ、「縁起の良い年」とする地域が多いです。

デイサービス利用者様作品『龍』

獅子舞が「噛みつく」ということは「神が付く」を連想させるとい
う語呂合わせから縁起が良いとされています！
獅子舞とお屠蘇回しで厄払いし、賑やかなひと時を過ごしました。


